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特集／アジア・中東における「伝統」・環境・公共性
セッション 2：アジア・中東におけるグローバリゼーション・国家・市民社会
門戸開放政策後エジプトの「軟らかい国家」と
都市の社会不安と社会運動
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長沢　栄治
　本報告の目的は、グローバル化の時代のエジプトで起きた社会経済変容、国
家の役割の変化、そしてこれらに対する都市住民の反応の相互の関係を考察す
ることである。エジプトをはじめとする多くのアラブ諸国にとって、グローバ
ル化の過程は 1970 年代の門戸開放政策の延長線上に発展してきた。ただし注
意したいのは、門戸開放政策が、1960 年代のアラブ社会主義がそうであった
のとは異なり、経済システムや国家・社会関係の全面的な転換をもたらすもの
ではなかったという点である。このような状況は、湾岸戦争の後、構造調整政
策の本格的な適用が試みられた 1990 年代以降においても変わっておらず、い
わばエジプト経済は引き伸ばされた移行期の経済という特徴をもつにいたって
いる。
　また、エジプト国家は、この時期、門戸開放に始まるグローバル化の影響を
社会に直接伝導する、いわば「超伝導国家」という役割を新たに付与された
が、しかし「ナセル的国家」と呼ばれる、ポピュリスト的で権威主義的な国家
の基本的な性格にはほとんど変化が見られなかった。すなわち、エジプト国家
は、グローバル化のエージェントという新たな役割のために、その権威主義的
な性格を強化し、民主化を要求する運動を弾圧する「凶暴な国家」の側面をも
つ一方で、1977 年の物価暴動のように社会の側から猛烈な反対に遭うと経済
改革の案をすぐさま撤回してしまう「弱い国家」のままであった。1967 年の
第三次中東戦争の敗北によって、アラブの統一といったイデオロギー的展望を
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国民に提供できなくなり、その代わりに産油国への出稼ぎといった経済機会や
食料補助金などの経済便益の供与によって支配の正統性を維持してきたこの国
家は、グローバル化の波に洗われる人々の生活を保護する役割を放棄した無責
任な国家、「軟らかい国家」だと、エジプトを代表する経済学者ガラール・アミー
ンは厳しく批判している。
　一方、門戸解放後のエジプト経済は、左派の経済学者マフムード・アブデル
ファディールが指摘するように、国民経済としての統合性を失って分節化し、
出稼ぎによって社会的流動性が増大したように見えながら、むしろ階級間の新
たな経済機会へのアクセスの格差は強化され、さらに開放経済に関係する腐敗
が深刻化するといった、移行期経済特有の負の側面が顕著に観察されるように
なった。これらの門戸開放経済の負の側面は、インフレの高進ともあいまって
庶民の生活を圧迫し、また国家の権威主義的な性格の強化に直面した彼らは、
社会不満を募らせた。そして、不正への怒りや道徳システムの動揺への不安が
強まる中で社会的閉塞感が蔓延し、社会不穏が深く根を張って醸成されるにい
たった。こうした社会不穏は、構造調整政策の実施のためにエジプト政府が権
威主義的性格を強めていった湾岸戦争直後の時期に、顕著な形で現れることと
なった。それが過激なイスラム運動の台頭とこれに対する政府の弾圧であり、
また異常な社会的事件の発生（1992 年のアタバ広場の娘事件）であった。
　しかしながら近年、社会運動の展開に新しい動きが見えている。1967 年戦
争直後に起きた学生や知識人、労働者による民主化運動は、厳しい弾圧にあっ
たが、社会運動の新しい時代の戸を開くものであった。ただし、その後に展開
した社会運動のイデオロギー的な覇権を握ったのはイスラム主義であり、また
この運動に対する弾圧を口実にして、国家の権威主義的な政策が強化されて
いった。さらに構造調整政策による公共部門企業の民営化が進む中で労働運動
の後退が見られるなど、一般庶民の不満を吸収する運動が明確な形態をとって
展開することができない時期が長く続いた。しかし、ムバーラク大統領の息子
への権力継承問題をめぐって発生したキファーヤ（もう、たくさん）運動に代
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表されるような新しい社会運動が、9.11 事件以降の国際政治環境の変化と結
びついて今日、展開している。この運動の主体となったのは、かつての 1970
年代初頭の民主化運動を担った人々である。こうした新しい動きがはたしてエ
ジプトの政治改革に結びつく可能性をもつものかどうか、判断は難しいが、キ
ファーヤ運動の起源の一つが第二次インティファーダへの支援活動であったと
いう点は、その展望をアラブ世界全体の変化という枠組みの中で考察する必要
を示唆するものであるといえるだろう。
（ながさわ　えいじ）
